
別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

人間の理解[Ａ] 講義 演習 実習 中村教子  

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

1年　前期

【授業の目的・ねらい】

　「人間」の理解を基礎として、人間としての尊厳の保持と自立・自律した生活を支える

必要性について理解し、介護場面における倫理的課題について対応できるための基礎とな

る能力を養う学習とする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．「人間」の理解を図ることにより、対人支援者としての基礎ができる。

２．人間としての尊厳の保持と自立・自律した生活を支える必要性が理解できる。

３．介護場面における倫理的課題について対応できるための基礎となる能力を養う。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

１．本科目のねらいと概要

２．「人間」の多面的理解①

３．「人間」の多面的理解②

４．「人間」の多面的理解③

５．「自立」と「自律」

６．人間の尊厳と自立①

７．人間の尊厳と自立②

８．人間の尊厳と自立③

９．人権と尊厳

10．介護における尊厳の保持・自立支援①

11．介護における尊厳の保持・自立支援②

12．介護における尊厳の保持・自立支援③

13．人権尊重と権利擁護

14．自立支援とワーカー

15.まとめ・定期試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】

・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30

実務経験

有



別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

人間の理解[Ｂ] 講義 演習 実習 中村教子

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

１年　前期

【授業の目的・ねらい】

　介護実践のために必要な人間の理解や、他者への情報伝達に必要な、基礎的なコミュニ

ケーション能力を養うための学習とする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．「人間」の理解を図ることにより、対人支援者としての基礎ができる。

２．他者理解や情報の伝達に必要なコミュニケーション能力が養える。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

１．本科目のねらいと概要

２．人間関係の形成（人間関係と心理）

３．人間関係の形成（自己覚知）

４．人間関係の形成（他者理解）

５．人間関係の形成（ラポール）

６．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの意義）

７．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの特性）

８．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

９．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

10．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

11.コミュニケーションの基礎(コミュニケーションの技法）

12.コミュニケーションの基礎（コミュニケーションを促す環境）

13.コミュニケーションの基礎（介護職の基本的態度）

15.まとめ・定期試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】

・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30

実務経験

有



別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

人間の理解[Ｃ] 講義 演習 実習 中村教子

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

１年　前期

【授業の目的・ねらい】

　介護実践のために必要な人間の理解や、他者への情報伝達に必要な、基礎的なコミュニ

ケーション能力を養うための学習とする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．「人間」の理解を図ることにより、対人支援者としての基礎ができる。

２．他者理解や情報の伝達に必要なコミュニケーション能力が養える。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

１．本科目のねらいと概要

２．人間関係の形成（人間関係と心理）

３．人間関係の形成（自己覚知）

４．人間関係の形成（他者理解）

５．人間関係の形成（ラポール）

６．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの意義）

７．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの特性）

８．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

９．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

10．コミュニケーションの基礎（コミュニケーションの技法）

11.コミュニケーションの基礎(コミュニケーションの技法）

12.コミュニケーションの基礎（コミュニケーションを促す環境）

13.コミュニケーションの基礎（介護職の基本的態度）

15.まとめ・定期試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】

・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30

実務経験

有



実務経験の有無 有



実務経験の有無　　：　　有



実務経験の有無　：　　有







ガイダンス

老年期の特徴と発達課題

内容：老年期の定義、老化とは、老年期の発達課題

老化に伴うこころとからだの変化と生活　１

内容：老化に伴う身体的な変化と生活への影響、恒常性維持機能、予備力・回復力・適応力等

老化に伴うこころとからだの変化と生活　２

内容：老化に伴う身体的な変化と生活への影響、骨格・筋系、神経系、血液・循環器系等

老化に伴うこころとからだの変化と生活　３

内容：老化に伴う心理的な変化と生活への影響、認知・記憶・知的機能

老化に伴うこころとからだの変化と生活　４

内容：老化に伴う心理的な変化と生活への影響、パーソナリティ（性格）、動機づけ・適応

老化に伴うこころとからだの変化と生活　５

内容：老化に伴う社会的な変化と生活への影響、生活上、社会活動の現状と課題、老化理論

高齢者と健康　１

内容：健康長寿に向けての健康

高齢者と健康　２

内容：高齢者の症状・疾患の特徴

高齢者と健康　３　　①

内容：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点、骨格系・筋系、脳・神経系、皮膚・感覚器系

高齢者と健康　４　　②

内容：高齢者多い疾患・症状と生活上の留意点、循環器系、呼吸器系、消化器系

高齢者と健康　５　　③

内容：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点、腎・泌尿器系、内分泌・代謝系

高齢者と健康　６　　④

内容：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点、歯・口腔疾患、悪性新生物、感染症

高齢者と健康　７　　⑤

内容：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点、精神疾患、その他

まとめ

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１２巻　　発達と老化の理解

第１１回

到達目標

人間の成長と発達に基礎的理解を目標とします。発達の観点から老化を理解し、老化に関する心理や

身体機能の変化、高齢者の健康に関する基礎的知識を身に付けます

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 2年　　後期

授業の目的・ねらい

発達の観点から老化を理解し、老化に関する心理や身体機能の変化と特徴に関する基礎的知識を養います。

科目名 発達と老化の理解

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　1単位（30時間）　　全15回

実務経験の有無　：　有



澤田　奈穂子





別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

障害の理解[Ⅰ] 講義 演習 実習 中村教子

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

【授業の目的・ねらい】

　障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習得するとともに、障害のある

人の体験を理解し、本人のみならず家族を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を

習得する。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．他者に共感でき、相手の立場に立って考えられる姿勢が身につく。

２．介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活用・発揮させることの意義について

　　理解できる。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

１．本科目のねらいと概要

２．障害の基礎的理解（障害の概念）

３．障害の基礎的理解（障害者福祉の基本理念）

４．障害の基本的理解（障害者福祉の基本理念）

５．障害の医学的側面の基礎的知識（身体障害）

６．障害の医学的側面の基礎的知識（身体障害）

７．障害の医学的側面の基礎的知識（身体障害）

８．障害の医学的側面の基礎的知識（身体障害）

９．障害の医学的側面の基礎的知識（精神障害）

10．障害の医学的側面の基礎的知識（精神障害）

11．障害の医学的側面の基礎知識（知的障害）

12．障害の医学的側面の基礎知識（知的障害）

13．障害の医学的側面の基礎知識（発達障害）

14．障害の医学的側面の基礎知識（難病）

15．まとめ・試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】
・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30 １年　前期

実務経験

有



別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

障害の理解[Ⅱ] 講義 演習 実習 中村教子

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

１年　後期

【授業の目的・ねらい】

　障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習得するとともに、障害のある

人の体験を理解し、本人のみならず家族を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を

習得する。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．他者に共感でき、相手の立場に立って考えられる姿勢が身につく。

２．介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活用・発揮させることの意義について

　　理解できる。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

1.本科目のねらいと概要

２．障害がある人の心理

３．障害がある人の心理

４．障害に伴う機能の変化と日常生活への影響

５．障害に伴う機能の変化と日常生活への影響

６．障害に伴う機能の変化と日常生活への影響

７．連携と協働（地域におけるサポート体制）

８．連携と協働（地域におけるサポート体制）

９．連携と協働（チームアプローチ）

10．連携と協働（チームアプローチ）

11.家族への支援（家族の障害の受容過程での援助）

12.家族への支援（家族の介護力の評価）

13.家族への支援（家族のレスパイト）

14.家族への支援（家族のレスパイト）

15.まとめ・定期試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】
・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30

実務経験

有



ガイダンス

刺激が伝わるしくみ

内容：脳・神経系

体が動くということ

内容：骨格・筋肉系

なぜ息をするのか

内容；呼吸器

心臓の働き

内容：循環器系１

血液の働き

内容：循環器系２

まとめ１

内容：第1回から第6回までのまとめ

上手に食べるということ

内容：口腔

食べたものはどこへ行くのか

内容：消化器系（食道～大腸の構造と働き）

消化のおたすけ隊

内容：消化器系（肝臓・胆のう・すい臓について）

おしっこは汚いのか

内容：泌尿器系

体の調子や性格にも関係するもの

内容：内分泌系１

ホルモンの働き

内容：内分泌系２

聞く・見る

内容：感覚器系

まとめ２

内容：第8回～第14回までのまとめ

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１１巻　　こころとからだのしくみ

第１１回

到達目標

１．介護実践の根拠が理解できる。

２．介護を必要とする人の潜在能力を引出し、活用・発揮させることの意義について理解できる。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期

授業の目的・ねらい

介護技術の根拠となる人体の構造や機能及び介護サービスの提供における、

安全への留意点や心理的側面への配慮についてりかいできる。

科目名 からだのしくみ基礎

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　１単位（30時間）　全15回

実務経験の有無　：　有



別紙２

授業概要

科目名 授業の種類 授業担当

こころのしくみ 講義 演習 実習

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期

１年　後期

【授業の目的・ねらい】

　介護技術の根拠となる人体の構造や機能及び介護サービスの提供における安全への留

意点や心理的側面への配慮について理解できる。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

１．介護実践の根拠が理解できる。

２．介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活用・発揮させることの意義について

　　理解できる。

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】

１．本科目のねらいと概要

２．こころのしくみの理解（人間の欲求の基本的理解）

３．こころのしくみの理解（人間の欲求の社会的欲求）

４．こころのしくみの理解（自己概念と尊厳）

５．こころのしくみの理解（自己への意欲と自己概念）

６．こころのしくみの理解（自己実現といきがい）

７．こころのしくみの基礎（こころのしくみに関する諸理論）

８．こころのしくみの基礎（思考のしくみ）

９．こころのしくみの基礎（学習・記憶・思考のしくみ）

10．こころのしくみの基礎（感情のしくみ）

11．こころのしくみの基礎（意欲・動機づけのしくみ）

12．こころのしくみの基礎（適応のしくみ）

13．死にゆく人のこころのしくみ

14．死にゆく人のこころのしくみ

15．まとめ・定期試験

【使用テキスト・参考文献】 【単位認定の方法及び基準】

・提出物、授業態度など合わせて評価。

・Ａ～Ｅの5段階評価とし、当校学生便覧

　の成績判定基準に準ずる。

必修 選択15 30

実務経験

有青柳眞紀子



ガイダンス

内容：講義内容の説明、病気と健康の概念

こころのしくみ

内容：人間の欲求、自己実現、こころのしくみの基礎

からだのしくみ　　１

内容：からだの区分や名称

からだのしくみ　　２

内容：生命維持・恒常性のしくみ

からだのしくみ　　３

内容：ボディメカニクス、機能低下による影響

移動に関連したこころとからだのしくみ　　１

内容：基礎知識、移動行為の生理的意味、基本的な姿勢

移動に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：心身機能が移動に及ぼす影響、重心の移動バランス、歩行のしくみ機能の低下

移動に関連したこころとからだのしくみ　　３

内容：変化の気づきと対応、観察のポイント、医療職との連携のポイント

前半のまとめ　　確認テスト　

身支度に関連したこころとからだのしくみ　　１

内容：基礎知識、身支度の行為の生理的意味

身支度に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：眼、爪、毛髪、舌の構造と機能、口腔ケア、口臭のしくみ

身支度に関連したこころとからだのしくみ　　３　観察のポイント、医療職との連携のポイント

入浴・清潔保持に関連したこころとからだのしくみ　　１　基礎知識、清潔保持の生理的意味

入浴・清潔保持に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：機能低下・障がいが及ぼす入浴・清潔保持への影響、皮膚、視覚、運動機能、高血圧

入浴・清潔保持に関連したこころとからだのしくみ　　３

内容：変化の気づきと対応、からだへの負担、観察のポイント、医療職との連携

これまでのまとめ

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１１巻　　こころとからだのしくみ

第１１回

到達目標

1．介護実践の根拠が理解できる。

2．介護を必要とする人の潜在能力を引出し、活用・発揮させることの意義について理解できる。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 1年　　後期

授業の目的・ねらい

介護実践に必要な知識という観点から、からだとこころのしくみについての知識を養うことができる。

科目名 からだのしくみＡ

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　1単位　　全15回

実務経験の有無　：　有



ガイダンス

講義内容の説明

食事に関連したこころとからだのしくみ　　１

内容：基礎知識、食べることの生理的意味、食欲、1日に必要な栄養素、おいしさを感じる仕組み

食事に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：喉が渇くしくみ、食べるしくみ、食べることに関する機能低下・障がいの原因

食事に関連したこころとからだのしくみ　　３

内容：変化の気づき、医療職との連携

排泄に関連したこころとからだのしくみ　　１

内容：排泄の生理的意味、便尿の性状、量、回数

排泄に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：生成のしくみ、排泄に関する機能低下・障がいの原因

排泄に関連したこころとからだのしくみ　　３

内容：機能低下・障がいが及ぼす排泄の影響

ここまでのまとめと確認テスト

睡眠に関連したこころとからだのしくみ　　１

内容：すいみんの生理的意味、すいみんに関連したからだの気管

睡眠に関連したこころとからだのしくみ　　２

内容：睡眠のしくみ、睡眠時間、リズム

睡眠に関連したこころとからだのしくみ　　３

内容：睡眠に関連する機能低下・障がいの原因と影響

死にゆく人のこころとからだのしくみ　　１

内容：「死」の捉え方、生物学的・法律的・臨床的の死

死にゆく人のこころとからだのしくみ　　２

内容：「死」に対するからだの理解

死にゆく人のこころとからだのしくみ　　３

内容：「死」に対するこころの理解、医療職との連携

まとめ

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１１巻　　こころとからだのしくみ

第１１回

到達目標

1．介護実践の根拠が理解できる。

２．介護を必要とする人の潜在能力を引出し、活用・発揮させることの意義について理解できる。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 2年　前期

授業の目的・ねらい

介護技術の根拠となる人体の構造や機能及び介護サービスの提供における安全への留意点や心理的側面への配慮について理解できる。

科目名 からだのしくみＢ

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　１単位　　３０時間　　全１５回

実務経験の有無　：　有



本科目のねらいと概要

介護福祉とはは　①
介護の成り立ち
介護福祉とは　②
介護の概念の変遷
介護福祉とは　③
介護福祉の基本理念
介護福祉とは　④
尊厳を支える介護
介護福祉とは　⑤
自立を支える介護・自己決定権
介護福祉士の役割と機能
介護福祉士の活動の場と役割
介護福祉士の役割と機能
地域包括ケアシステム
介護福祉士の役割と機能
介護予防
介護福祉士の役割と機能
社会福祉士及び介護福祉士法
介護福祉士の役割と機能
心身の状況に応じた介護
介護福祉士の役割と機能
介護福祉士の義務規定
介護福祉士のの役割と機能
介護福祉士養成カリキュラムの変遷
介護福祉士の役割と機能
介護福祉士を支える団体
前期まとめ

自立に向けた介護　①
自立とは
自立に向けた介護　②
自立支援の考え方　
自立に向けた介護　③
エンパワメント
自立に向けた介護　④
個別ケアの考え方
自立に向けた介護　⑤
個別ケアの具体的展開
自立に向けた介護　⑥
ICFの考え方
自立に向けた介護　⑦
ICFに基づく利用者のアセスメント
自立に向けた介護　⑧
リハビリテーションの考え方
自立に向けた介護　⑨
リハビリテーションの実際　
介護を必要とする人の理解

人間の多様性の理解

高齢者の暮らしの実際

生活環境の理解

生活経営と管理

後期まとめ

第４回

第５回

科目名 介護の基本A
科目担当者 上野　友紀恵

単位数・授業回数 必須　２単位　全６０回
配当学年・時期 1年生　前後期

第１回

第２回

第３回

授業の目的・ねらい

到達目標

介護の成り立ちについて学びを深めることで、介護福祉士に求められる役割について理解する。
「尊厳の保持」「自立支援」という考え方を理解するとともに、要介護者を生活の観点から捉える学習をす
る。
１．介護福祉の基本的理念について理解できる。
２．介護福祉士の倫理について理解することができる。
３．自立に向けた介護福祉のあり方について理解することができる。

第６回

第７回

第８回

第２１回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第９回

授業計画（前期）

授業計画（後期）

第２８回

第２９回

第３０回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

使用図書

評価方法

介護の基本Ⅰ（中央法規）

提出物や授業態度等を合わせて評価する。

受講者へのメッセージ

フィードバック

実務経験の有無　：　有



本科⽬のねらいと概要

在宅という介護の場の特性

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートステイ

グループホーム

その他の介護サービス

施設における介護福祉

障害者福祉施設における介護福祉

障害者福祉施設における介護福祉

介護⽼⼈保健施設における介護福祉

介護療養型医療施設における介護福祉

介護福祉⼠の倫理 ①

介護福祉⼠の倫理 ②

前期まとめ

介護福祉サービスの提供のしくみ

サービスの提供と多職種連携

多職種連携の意義と⽬的

ネットケア・チームケア

介護保険制度に基づく介護サービスの概要

介護サービス提供のしくみ・ケアマネージメント

季語給付・予防給付

地域⽀援事業

サービスの報酬と算定基準

障害者総合⽀援法に基づく介護

その他の制度に基づく介護

地域連携の意義と⽬的

地域包括⽀援センターの機能と役割

市町村、都道府県の機能と役割

後期まとめ

第４回

第５回

科⽬名 介護の基本B
科⽬担当者 上野 友紀恵

単位数・授業回数 必須 ２単位 全６０回
配当学年・時期 ２年⽣ 前期

第１回

第２回

第３回

授業の⽬的・ねらい

到達⽬標

「尊厳の保持」「⾃⽴⽀援」という新しい介護の考え⽅を理解するとともに、「介護を必要とする⼈」を、
⽣活の観点から捉える為の学習。また、介護におけるチームケア等について理解する。

１．あらゆる介護福祉の活動の場が理解できる。
２．介護サービス提供のしくみと多職種連携について理解できる。
３．介護福祉の倫理について理解ができる。

第６回

第７回

第８回

第２１回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第９回

授業計画（前期）

授業計画（前期）

第２８回

第２９回

第３０回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

使⽤図書

評価⽅法

介護の基本Ⅰ・Ⅱ（中央法規）

提出物や授業態度などを合わせて評価。

受講者へのメッセージ

フィードバック

実務経験の有無　：　有



本科⽬のねらいと概要

介護における安全の確保とリスクマネージメント ①

介護における安全の確保とリスクマネージメント ②

介護における安全の確保 ①

介護における安全の確保 ②

事故防⽌ ①

事故防⽌ ②

安全対策 ①

安全対策 ②

セーフティマネージメント ①

セーフティマネージメント ②

緊急連絡システム ①

緊急連絡システム ②

店頭・転落防⽌、⾻折防⽌

前期まとめ

介護における安全とリスクマネージメント ③

感染対策

感染対策の意義と介護

介護予防の基礎知識と技術①

介護予防の基礎知識と技術②

感染管理 ①

衛⽣管理

感染防⽌（在宅）

感染防⽌（施設）

介護従事者の安全①

介護従事者の安全② 

介護従事者の健康管理①

介護従事者の健康管理②

労働安全対策

後期まとめ

第４回

第５回

科⽬名 介護の基本C
科⽬担当者 上野 友紀恵

単位数・授業回数 必須 ２単位 全６０回
配当学年・時期 ２年⽣ 後期

第１回

第２回

第３回

授業の⽬的・ねらい

到達⽬標

「尊厳の保持」「⾃⽴⽀援」の考え⽅を理解し、「介護を必要とする⼈」を⽣活の観点から捉えるための
学習。また、介護におけるチームケア等について理解する。

１．介護場⾯に共通する基本的な介護の知識・技術が習得できる。
２．リスクマネージメント東両者の安全に配慮した介護を実践する能⼒を養う。

第６回

第７回

第８回

第２１回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第９回

授業計画（後期）

授業計画（後期）

第２８回

第２９回

第３０回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

使⽤図書

評価⽅法

介護の基本Ⅱ

提出物や授業態度等併せて評価する。

受講者へのメッセージ

フィードバック

実務経験の有無　：　有







実務経験の有無　：　有









科目名
かもくめい

科目
かもく

担当者
たんとうしゃ

単位数
たんいすう

・授業
じゅぎょう

回数
かいすう

配当
はいとう

学年
がくねん

・時期
じき

授業
じゅぎょう

科目
かもく

の目的
もくてき

・

ねらい

使用
しよう

図書
としょ

評価
ひょうか

方法
ほうほう

フィードバック

受講生
じゅこうせい

へのメッセージ

到達
とうたつ

目標
もくひょう

１．あらゆる介護場面
かいごばめん

に共通
きょうつう

する基礎的
きそてき

な介護
かいご

の知識
ちしき

・技術
ぎじゅつ

が習得
しゅうとく

できる。

２．利用者
りようしゃ

ができるだけなじみのある環境
かんきょう

で日常的
にちじょうてき

な生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、利用者
りようしゃ

ひとりひとりの生活
せいかつ

している状態
じょうたい

を的確
てきかく

に把握
はあく

し、自立
じりつ

支援
しえん

に資
し

するサービスを

総合
そうごう

的
てき

、計画的
けいかくてき

に提供
ていきょう

できる能力
のうりょく

が身
み

につく。

生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

　Ⅰ

川村
かわむら

志知
しち

必修
ひっしゅう

　３単位
たんい

（９０時間
じかん

）　全
ぜん

４５回
かい

１年
ねん

　前期
ぜんき

　尊厳
そんげん

の保持
ほじ

の観点
かんてん

から、どのような状態
じょうたい

であっても、その人
ひと

の自立
じりつ

を尊重
そんちょう

し、潜在能力
せんざいのうりょく

を引
ひ

き出
だ

したり、見守
みまも

ることを含
ふく

めた適切
てきせつ

な介護技術
かいごぎじゅつ

を用
もち

いて安全
あんぜん

に援
え

助
んじょ

できる技術
ぎじゅつ

や知識
ちしき

について習得
しゅうとく

する。

授業
じゅぎょう

計画
けいかく

（前期
ぜんき

）

第
だい

３１回
かい

　⑪－１

第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P107 ～

第
だい

1節
せつ

　自立
じりつ

した入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

とは　　内容
ないよう

：入浴
にゅうよく

・清潔保持
せいけつほじ

の効果
こうか

、留意点
りゅういてん

第
だい

３２回
かい

　⑪－２
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：入浴
にゅうよく

介助
かいじょ

（個浴
こよく

、特浴
とくよく

、シャワー浴
よく

）

第
だい

３３回
かい

　⑪－３
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：入浴
にゅうよく

介助
かいじょ

（個浴
こよく

、特浴
とくよく

、シャワー浴
よく

）

第
だい

３４回
かい

　⑫－１
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（手
しゅ

浴
よく

、足浴
そくよく

、洗髪
せんぱつ

）

第
だい

３５回
かい

　⑫ー２

第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（手
しゅ

浴
よく

、足浴
そくよく

、洗髪
せんぱつ

）

第
だい

３６回
かい

　⑫ー３
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：入浴介助
にゅうよくかいじょ

の留意点
りゅういてん

、入浴
にゅうよく

に必要
ひつよう

な補助具
ほじょぐ

第
だい

３７回
かい

　⑬ー１

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

1・２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：排泄
はいせつ

の一連
いちれん

の流
なが

れ、排泄方法
はいせつほうほう

の選択
せんたく

、排泄介助
はいせつかいじょ

の留意点
りゅういてん

、

第
だい

３８回
かい

　⑬ー２

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

1・２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：排泄
はいせつ

の一連
いちれん

の流
なが

れ、排泄方法
はいせつほうほう

の選択
せんたく

、排泄介助
はいせつかいじょ

の留意点
りゅういてん

、排泄介助
はいせつかいじょ

に必要
ひつよう

な補助具
ほじょぐ

第
だい

３９回
かい

　⑬ー３

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：トイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、

第
だい

４０回
かい

　⑭ー１

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

第
だい

４１回
かい

　⑭ー2

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

第
だい

４２回
かい

　⑭ー３

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P161～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

、尿器
にょうき

、差
さ

し込
こ

み便器
べんき

第
だい

４３回
かい

　⑮ー１
第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P191～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：おむつでの排泄介助
はいせつかいじょ

、おむつ・パットの種類
しゅるい

、尿失禁
にょうしっきん

、便失禁
べんしっきん

、下痢
げり

、ストーマ

中央
ちゅうおう

法規
ほうき

　介護
かいご

福祉士
ふくしし

養成
ようせい

講座
こうざ

　第
だい

６巻
かん

　生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅰ　第
だい

７巻
かん

　生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ

定期
ていき

試験
しけん

：５０％　　実技
じつぎ

テスト：３０％　　提出物
ていしゅつぶつ

：レポート２０％　本校
ほんこう

の学力評価基準
がくりょくひょうかきじゅん

にもとずき評価
ひょうか

する。

各項目
かくこうもく

ごとに筆記
ひっき

レポートを提出
ていしゅつ

。理解度
りかいど

を確認する。

第
だい

４４回
かい

　⑮ー２

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P191～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ベット上
じょう

での排泄介助
はいせつかいじょ

（布
ぬの

おむつ）

第
だい

４５回
かい

　⑮ー３

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P191～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ベット上
じょう

での排泄介助
はいせつかいじょ

（紙
かみ

おむつ）

実務経験の有無　：　有



科目名
かもくめい

科目
かもく

担当者
たんとうしゃ

単位数
たんいすう

・授業
じゅぎょう

回数
かいすう

配当
はいとう

学年
がくねん

・時期
じき

授業
じゅぎょう

科目
かもく

の目的
もくてき

・

ねらい

使用
しよう

図書
としょ

評価
ひょうか

方法
ほうほう

フィードバック

受講生
じゅこうせい

へのメッセージ

中央
ちゅうおう

法規
ほうき

　介護
かいご

福祉士
ふくしし

養成
ようせい

講座
こうざ

　第
だい

６巻
かん

　生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅰ　第
だい

７巻
かん

　生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ

定期
ていき

試験
しけん

：５０％　　実技
じつぎ

テスト：３０％　　提出物
ていしゅつぶつ

：レポート２０％　本校
ほんこう

の学力評価基準
がくりょくひょうかきじゅん

にもとずき評価
ひょうか

する。

各項目
かくこうもく

ごとに筆記
ひっき

レポートを提出
ていしゅつ

。理解度
りかいど

を確認する。

第
だい

４４回
かい

　⑮ー２

第
だい

６章
しょう

　人生
じんせい

の最終段階
さいしゅうだんかい

における介護
かいご

　　生
せい

活
かつ

支援
しえん

技術
ぎじゅつ

Ⅱ　P256～

第
だい

1・２・３節
せつ

　内容：介護
かいご

の役割
やくわり

、死
し

の受容
じゅよう

、多
た

職種
しょくしゅ

との連携
れんけい

第
だい

４５回
かい

　⑮ー３

生活支援技術
セイカツシエンギジュツ

Ⅰ・Ⅱのまとめ

　

第
だい

４２回
かい

　⑭ー３

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ベット上
じょう

での排泄介助
はいせつかいじょ

（布
ぬの

・紙
かみ

おむつ）

第
だい

４３回
かい

　⑮ー１
第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※小
しょう

テスト

第
だい

1・２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：排泄
はいせつ

の一連
いちれん

の流
なが

れ、排泄方法
はいせつほうほう

の選択
せんたく

、排泄介助
はいせつかいじょ

の留意点
りゅういてん

、おむつでの排泄介助
はいせつかいじょ

、尿失禁
にょうしっきん

等
とう

第
だい

４０回
かい

　⑭ー１

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ベット上
じょう

での排泄介助
はいせつかいじょ

（布
ぬの

・紙
かみ

おむつ）

第
だい

４１回
かい

　⑭ー2

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ベット上
じょう

での排泄介助
はいせつかいじょ

（布
ぬの

・紙
かみ

おむつ）

第
だい

３８回
かい

　⑬ー２

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

第
だい

３９回
かい

　⑬ー３

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

第
だい

３６回
かい

　⑫ー３
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：入浴介助
にゅうよくかいじょ

の留意点
りゅういてん

、入浴
にゅうよく

に必要
ひつよう

な補助具
ほじょぐ

第
だい

３７回
かい

　⑬ー１

第
だい

４章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた排泄
はいせつ

の介護
かいご

　※実技
じつぎ

テスト

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

した排泄
はいせつ

とは　　内容
ないよう

：ポータブルトイレでの排泄介助
はいせつかいじょ

、パット交換
こうかん

授業
じゅぎょう

計画
けいかく

（前期
ぜんき

）

第
だい

３１回
かい

　⑪－１

第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（手
しゅ

浴
よく

、足浴
そくよく

、洗髪
せんぱつ

）

第
だい

３２回
かい

　⑪－２
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（手
しゅ

浴
よく

、足浴
そくよく

、洗髪
せんぱつ

）

第
だい

３３回
かい

　⑪－３
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（手
しゅ

浴
よく

、足浴
そくよく

、洗髪
せんぱつ

）

第
だい

３４回
かい

　⑫－１
第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（清拭
せいしき

）

第
だい

３５回
かい

　⑫ー２

第
だい

３章
しょう

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　※生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅱ　P112～

第
だい

２節
せつ

　自立
じりつ

に向
む

けた入浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほじ

の介護
かいご

　　内容
ないよう

：清潔保持
せいけつほじ

の介助
かいじょ

（清拭
せいしき

）

到達
とうたつ

目標
もくひょう

１．あらゆる介護場面
かいごばめん

に共通
きょうつう

する基礎的
きそてき

な介護
かいご

の知識
ちしき

・技術
ぎじゅつ

が習得
しゅうとく

できる。

２．利用者
りようしゃ

ができるだけなじみのある環境
かんきょう

で日常的
にちじょうてき

な生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、利用者
りようしゃ

ひとりひとりの生活
せいかつ

している状態
じょうたい

を的確
てきかく

に把握
はあく

し、自立
じりつ

支援
しえん

に資
し

するサービスを

総合
そうごう

的
てき

、計画的
けいかくてき

に提供
ていきょう

できる能力
のうりょく

が身
み

につく。

生活支援技術
せいかつしえんぎじゅつ

　Ⅱ

川村
かわむら

志知
しち

必修
ひっしゅう

　３単位
たんい

（９０時間
じかん

）　全
ぜん

４５回
かい

１年
ねん

　後期
こうき

　尊厳
そんげん

の保持
ほじ

の観点
かんてん

から、どのような状態
じょうたい

であっても、その人
ひと

の自立
じりつ

を尊重
そんちょう

し、潜在能力
せんざいのうりょく

を引
ひ

き出
だ

したり、見守
みまも

ることを含
ふく

めた適切
てきせつ

な介護技術
かいごぎじゅつ

を用
もち

いて安全
あんぜん

に援
え

助
んじょ

できる技術
ぎじゅつ

や知識
ちしき

について習得
しゅうとく

する。



本科目のねらいと概要

生活支援

介護の原則の再確認

生活支援

個別ケア事例検討　　①

生活支援

個別ケア事例検討

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

個別ケア事例検討　　②

生活支援

個別ケア事例検討

生活支援

個別ケア事例の実技　

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

個別ケア事例検討　　③

生活支援

個別ケア事例検討　　

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

14回までのまとめ

授業計画（前期）

第６回

第７回

第８回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第９回

潜在能力をひきだしたり、見守ることも含めた適切な介護技術を用いて安全に援助できる技術や

知識について習得できる。

１．あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知識・技術が習得できる。

２．利用者ができるだけなじみのある環境で日常生活が送れるよう、ひとりひとりの生活している状態を

　　的確に把握し、自立支援に資するサービスを総合的、計画的に提供できる能力を身につける。

第４回

第５回

科目名 　　生活支援技術　Ⅲ

科目担当者 　　小山　サヨ子

単位数・授業回数 　　６０　・３０回

配当学年・時期 　　２年　　前期

第１回

第２回

第３回

授業の目的・ねらい

到達目標

　尊厳の保持の観点から、どのような状態であっても、その人の自立・自律を尊重し、

実務経験の有無　：　有



生活支援

個別ケア事例検討　　④

生活支援

個別ケア事例検討

生活支援

個別ケア事例の実技

生活支援

個別ケア事例の実技

終末期の介護

終末期の介護

終末期の介護

終末期の介護

終末期の介護

生活支援

ICFの視点にもとづくアセスメント・事例検討　　①

生活支援

ICFの視点にもとづくアセスメント・事例検討　　②

生活支援

ICFの視点にもとづくアセスメント・事例検討　　③

生活支援

ICFの視点にもとづくアセスメント・事例検討　　④

生活支援

ICFの視点にもとづくアセスメント・事例検討　　⑤

生活支援

生活支援技術Ⅲの振り返り

使用図書

評価方法

　　最新　介護福祉士養成講座８　生活支援技術Ⅲ　第2版

　　提出物、授業態度・当校学生便覧の成績判定基準に準じる。

　　介護実技に参加するときは本校指定のジャージ・上履きを着用。授業は真摯な態度で参加する。受講者へのメッセージ

フィードバック

授業計画（後期）

第２８回

第２９回

第３０回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回



澤田　奈穂子





澤田　奈穂子





澤田　奈穂子





本科目のねらいと概要

介護総合演習・介護実習とは何か　　①

介護総合演習・介護実習とは何か　　②

実習報告会

2年生の実習報告を聴講し各自の実習の参考とする。

個人票・計画書の書き方

介護活動の場と介護の特性　　　①

介護活動の場と介護の特性　　　②

施設理解

在宅介護　　訪問介護・通所介護　　①

施設理解

在宅介護　　訪問介護・通所介護　　②

施設理解

特別養護老人ホーム・介護老人保健施設

施設理解

グループホーム・障害者支援施設

施設理解

障害者支援施設・医療介護施設

実習Ⅰのねらい

介護福祉士の職業倫理

実習オリエンテーション

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１１回

到達目標

１，客観的視点に基ずく利用者、施設の理解ができる。

２，自己の振り返りとともに、あらゆることを整理・考察して

　　理論的思考と言語化できる能力を身につける。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 　　1年　前期・後期

授業の目的・ねらい

　　実習に必要な知識や技術、介護過程の展開能力等について、

　個別の学習到達状況に応じた総合的な学習とする。

科目名 　　介護総合演習

科目担当者 　　小山　サヨ子

単位数・授業回数 　　6０時間・3０回

実務経験の有無　：　有



実習後指導　　実習記録　　①

実習後指導　　実習記録　　②

実習後指導　　実習記録　　③

実習報告会（ケース検討）　　①

実習報告会（ケース検討）　　②

実習報告会（ケース検討）　　③

実習前指導　　①

実習前指導　　②

記録について　　①

記録について　　②

共感的・受容的に接する技術　　①

共感的・受容的に接する技術　　②

共感的・受容的に接する技術　　③

個人票・計画書の作成

実習オリエンテーション

評価方法 提出物、授業態度、当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ
利用者1人ひとりの生活リズムや個性を理解するという視点からさまざまな生活の場において個別的な支援を

体験することがあります。

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

使用図書

授業計画（後期）

第２６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第１６回

第２５回



実習後指導　　①

実習後指導　　②

実習報告会

１年生に向けてのまとめ

実習報告会

2年生の実習報告会

緊急時対応　　①

緊急時対応　　②

緊急時対応　　③

ICFについて　　①

ICFについて　　②

ICFについて　　③

ICFについて　　④

個人票記入・記録の確認　　①

個人票記入・記録の確認　　②

実習後指導　　①

実習後指導　　②

第４回

第５回

科目名 　　介護総合演習

科目担当者 　　小山　サヨ子

単位数・授業回数 　　６０　・３０回

配当学年・時期 　　２年　　前期・後期

第１回

第２回

第３回

授業の目的・ねらい

到達目標

　　実習に必要な知識や技術、介護過程の展開能力等について、

　個別の学習到達状況に応じた総合的な学習とする。

1，客観的視点に基づく利用者、施設の理解ができる。

2，自己の振り返りとともに、あらゆることを整理・考察して他者と情報の共有や交換をするための

　　倫理的思考と言語化できる能力を身につける。

第６回

第７回

第８回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第９回

授業計画（前期）



実習後指導　　③

実習後指導　　④

介護過程展開のまとめ　　①

介護過程展開のまとめ　　②

介護糧の展開のまとめ　　③

介護過程展開のまとめ　　④

事例研究の意義と目的

事例研究のまとめ　　①

事例研究のまとめ　　②

事例研究のまとめ　　③

事例研究のまとめ　　④

事例研究のまとめ　　⑤

事例研究発表会　　①

事例研究発表会　　②

まとめ

第２１回

授業計画（後期）

第２８回

第２９回

第３０回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

使用図書

評価方法

最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習　第２版

提出物、授業態度、当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

受講者へのメッセージ

フィードバック



ガイダンス

人間と社会

内容：医療的ケアを学ぶ目的、医療ニーズ

喀痰吸引と経管栄養の安全な実施

内容：吸引等を安全に学ぶための制度、研修方法、記録・報告・連絡等

医療制度とチーム医療

内容：保健医療に関する制度、連携

介護における生活支援と介護倫理

内容：介護における生活支援を必要とする人に対する尊厳の保持、介護の倫理、医療の倫理

清潔保持と感染予防　　　１

内容：清潔の意味、感染予防、消毒法

清潔保持と感染予防　　　２

内容：介護職の健康管理、療養環境の清潔

健康状態把握

内容：健康とは、正常・異常、急変状態

呼吸の働きと喀痰吸引　　　１

内容：呼吸のしくみと働き、喀痰吸引とは

呼吸の働きと喀痰吸引　　　２

内容：吸引による危険な状態、人工呼吸器と吸引

呼吸の働きと喀痰吸引　　　３

内容：利用者・家族の気持ちと対応、日常のケア

喀痰吸引の実施手順　　　１

内容：喀痰吸引の必要物品としくみ、清潔保持

喀痰吸引の実施手順　　　２

内容：喀痰吸引の必要物品としくみ、清潔保持

喀痰吸引の実施手順　　　３

内容：吸引の技術と留意点、口腔内吸引

喀痰吸引の実施手順　　　４

内容：吸引の技術と留意点、口腔内吸引

喀痰吸引の実施手順　　　５

内容：吸引の技術と留意点、鼻腔内吸引

喀痰吸引の実施手順　　　６

内容：吸引の技術と留意点、気管カニューレ内吸引

喀痰吸引の実施手順　　　７

内容：吸引の技術と留意点、気管カニューレ内吸引

喀痰吸引の実施手順　　　８

内容：吸引の技術と留意点、口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内吸引

食事と栄養　　　１

内容：食事と消化の重要性、食事行為と消化機能

食事と栄養　　　２

内容：経管栄養とは、注入する内容に関する知識

食事と栄養　　　３

内容：起こりうるからだの異常

食事と栄養　　　４

内容：利用者・家族の気持ちと対応、説明と同意、日常生活におけるケア

子どもの医療的ケア

内容：医療的ケアが必要な子ども、家族・地域・社会の支援と連携

リスクマネジメントと緊急時の対応

内容：現場とリスクマネジメント、リスクマネジメントプロセス、事故報告、救急蘇生法

経管栄養の実施手順　　　１

内容：経管栄養の必要物品、挿入部の清潔と消毒

経管栄養の実施手順　　　２

内容：経管栄養の技術と留意点、胃ろう・腸ろう栄養

経管栄養の実施手順　　　３

内容：経管栄養の技術と留意点、胃ろう・腸ろう栄養

経管栄養の実施手順　　　４

内容：経管栄養の技術と留意点、経鼻経管栄養

経管栄養の実施手順　　　５

内容：経管栄養の技術と留意点、経鼻経管栄養

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１５巻　　医療的ケア

授業計画（後期）

第２６回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第１１回

到達目標

１．介護職が安全、適切に医療的ケアを実施するために必要な、基本的知識を身につけます。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 2年　　前期

授業の目的・ねらい

医療的ケアの一部である喀痰吸引、経管栄養を安全かつ適時・適切に行うための知識、技術を習得する

学習とします。清潔保持と感染予防を学習します。

科目名 医療的ケアⅠ

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　2単位（60時間）　　全30回　　

実務経験の有無　：　有



基本演習　　　

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　①

基本演習　　　

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　②

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　③

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　④

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　⑤

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　口腔内吸引　　　⑥

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　鼻腔内吸引　　　①

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　鼻腔内吸引　　　②

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　鼻腔内吸引　　　③

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　鼻腔内吸引　　　④

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　①

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　②

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　③

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　④

基本演習

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　⑤

基本演習　

内容：喀痰吸引のケア実施　　　気管カニューレ内吸引　　　⑥

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　①

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　②

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　③

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　④

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　⑤

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　胃ろう・腸ろう経管栄養　　　⑥

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　①

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　②

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　③

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　④

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　⑤

基本演習

内容：経管栄養のケアの実施　　　経鼻経管栄養　　　⑥

基本演習

内容：救急蘇生法

まとめと確認

評価方法 終講試験・積極的な授業参加・提出物を合わせて評価。当校学生便覧の成績判定基準に準ずる。

フィードバック

受講者へのメッセージ

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

使用図書 中央法規　　介護福祉士養成講座　　第１５巻　　医療的ケア

授業計画（後期）

第２６回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第１１回

到達目標

喀痰吸引・経管栄養・救急蘇生法の技術に関して、シュミレーターを活用して、ひとりで実施できるように

知識・技術を習得する。

授業計画（前期）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

配当学年・時期 2年　　後期

授業の目的・ねらい

医療的ケアの一部である喀痰吸引、経管栄養を安全かつ適時・適切に行うための知識、技術を習得する。

科目名 医療的ケアⅡ

科目担当者 小山サヨ子

単位数・授業回数 必須　　2単位（60時間）　　全30回

実務経験の有無　：　有



科⽬名
科⽬担当者

単位数・授業回数
配当学年・時期

授業科⽬の⽬的・
ねらい

到達⽬標

使⽤図書

評価⽅法
フィードバック

受講⽣へのメッセージ

⽂章作成②案内⽂をつくる。⽂字⼊⼒練習

情報機器における基本ソフトの使⽤して、活⽤する能⼒を養う

ワードでの⽂章作成、エクセルの表計算、パワーポイントによるプレゼンテーション、ソフトを利⽤できる。

１５回の講義の流れについて。⽂字⼊⼒の基本操作
⽂章作成①⾃⼰紹介⽂を作成する。（ワードを利⽤）・PCフォルダーを利⽤

画像、表の基本（ペイント等の利⽤）
⽂章作成③案内⽂応⽤（画像・表の貼り付け）・⽂字⼊⼒練習
表作成の基本①（エクセル利⽤）
表計算の基本②（計算・並べ変え）・⽂字⼊⼒練習

⽂書作成⑤報告書・提案書（展開例の⼯夫）⽂字⼊⼒練習
⽂章作成④報告書・提案書の基本

パワーポイント作成⑤-1 流れとデザイン

表 の利⽤ （グラフ化 、ピックアップ）③
表 の利⽤ （関数ｆ（Ｘ）を利⽤）⑥・⽂字⼊⼒練習
⽂章作成⑥レイアウトと印刷・プレゼンテーション（発表）について
プレゼンテーション①パワーポイント気温（⽂章を発表に変える）
⽂章をフローチャート（流れ図）にかえる。デザインする。
プレゼンテーション②基本作成（⽂章を発表に変える）

授業計画（前期）

情報処理Ⅰ
原 誠⼆
２単位 ・（前期）１５回
１年・（前期）

プレゼン発表

プレゼン発表

パワーポイント作成⑤-2 基本⼊⼒と⽂字の⼤きさ整列

パワーポイント作成⑤-3 レイアウトの整列・調整
資料印刷
プレゼン発表

プレゼンテーション③ 

USBメモリーステック等の記録のとれるものを準備してください。

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

OFFICE2019 実務出版株式会社
⽂字練習のデーター、ワードのデーター、Excelのデーターパワーポイントデーター評価
毎回USBにてフィードバックする。

プレゼンテーシ④
 
プレゼンテーション⑤

第１５回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

実務経験の有無　：　有





介護過程１　介護過程の意義と目的　　ⅰ介護過程がめざすもの

（生活支援と根拠にもとづいた介護、介護過程の意義、介護過程の目的・基本視点）

介護福祉国家試験
出題基準

受講者へのメッセージ

①今年度1月に実施される介護福祉士国家試験に合格するための学習を行います。
②学習は，この講義以上に，個人の学習が重要になります。
③計画を立て，計画通りに，学習（インプット，アウトプットの反復学習）を行いましょう。

使用資料 受験ワークブック上・下　（中央法規）

評価方法 介護福祉士国家試験に合格すること

第１５回
生活支援技術２　栄養に関する基礎知識（2）ⅳ食中毒予防に関する知識

　ⅴそしゃく・嚥下機能の低下と栄養と調理形態　＊国家試験過去問題の回答と解説　　

第１４回
生活支援技術１　栄養に関する基礎知識（1）　ⅰ栄養素の種類と体内での機能

ⅱ高齢期の身体機能と栄養　　ⅲ食品の種類と栄養　

第１２回
介護過程４　介護過程の実践的展開　　ⅰ介護過程の展開の実際

（アセスメントの実際、評価の実際・・・事例のチェックポイント等）

第１３回
介護過程５　介護過程とチームアプローチ 　ⅰ介護過程とチームアプローチの意義

ⅱ介護過程とチームアプローチの実際　　＊国家試験過去問題の回答と解説　　

第９回

第１０回
介護過程２　介護過程の展開（１）ⅰ情報収集とアセスメント

　　ⅱ生活課題と目標の設定　＊リアクションペーパーでキーワードの確認　

第１１回
介護過程３　介護過程の展開（２）ⅲ介護計画の立案　

ⅳ介護計画の実施と評価　　＊リアクションペーパーでキーワードの確認　

第７回
こころとからだのしくみ７　障害の理解　ⅰ障害の基礎的理解　

ⅱ生活機能障害の理解　ⅲ障害に伴う心身の変化と日常生活　ⅳ障害と地域生活支援

第８回
こころとからだのしくみ８

「こころとからだの理解」における国家試験過去問題の解答と解説　　

第５回
こころとからだのしくみ５　　人間の成長と発達の基礎的理解

ⅰ発達とは　ⅱ老年期の理解と日常生活　ⅲ高齢者と健康

第６回
こころとからだのしくみ６　認知症の理解　　ⅰ認知症をとりまく環境　

ⅱ認知症の基礎的理解　ⅲ認知症に伴う心身の変化と日常生活　ⅳ認知症と地域サポート

到達目標
介護福祉士国家試験に合格するための知識，解決能力を身につける。

授業計画（前期）

第１回
オリエンテーション　

こころとからだのしくみ１　こころとからだの基礎的理解（1）ⅰこころのしくみの理解

第２回
こころとからだのしくみ２　こころとからだの基礎的理解（2）　

　　　ⅱからだのしくみの理解　　　　＊リアクションペーパーでキーワードの確認

第３回
こころとからだのしくみ３　　生活支援に必要なこころとからだのしくみの理解（1）

　ⅰ生活動作に関するこころとからだのしくみ　

第４回
こころとからだのしくみ４　生活支援に必要なこころとからだのしくみの理解（2）

　　ⅱ生活に関するこころとからだの特徴

配当学年・時期 2学年（2024年度前期）　

授業の目的・ねらい
介護福祉士国家試験に合格する。

科目名 国試対策Ⅰ
科目担当者 村川・原　　
単位数・授業回数 15回　

実務経験の有無　：　有



介護の基本④

介護福祉現場におけるリスクマネジメント

生活支援技術①　生活支援の理解，自立に向けた居住環境の整備

生活支援の意義と目的，生活支援と介護過程，多職種との連携，居住環境整備

生活支援技術②　自立に向けた移動の介護，自立に向けた身じたくの介護

移動，移乗，身じたく，対象者の状態・状況に応じた留意点

生活支援技術③　自立に向けた食事の介護，自立に向けた入浴・清潔保持の介護

食事，食事介護，入浴，清潔保持，対象者の状態・状況に応じた留意点

生活支援技術④　自立に向けた排泄の介護，自立に向けた家事の介護

排泄の意義・目的，対象者の状態・状況に応じた留意点

生活支援技術⑤　休息・睡眠の介護，人勢の最終段階における介護，福祉用具の意義と活用

睡眠と休息の意義・目的，対象者の上体に応じた留意点，適切な福祉用具の選択

認知症の理解① 認知症の基礎的理解
認知症の基礎的理解（認知症の定義・診断基準），認知症の症状，認知症の予防・治療
認知症の理解② 認知症に伴う⽣活への影響と認知症ケア
認知症に伴う⽣活への影響，認知症ケアの実際，認知症のある⼈への関わり
認知症の理解③ 連携と協働，家族への⽀援
地域におけるサポート体制，多職種連携と協働，家族への⽀援

第25回

第27回

第28回

第30回

受講者へのメッセージ

①今年度1⽉に実施される介護福祉⼠国家試験に合格するための学習を⾏います。
②学習は，この講義以上に，個⼈の学習が重要になります。
③計画を⽴て，計画通りに，学習（インプット，アウトプットの反復学習）を⾏いましょう。
④学内模擬試験として、11⽉下旬から12⽉の間に、介護福祉⼠養成施設協会の全国模擬試験を実施します。
⑤発達と⽼化の理解は、授業「発達と⽼化の理解」と「こころとからだのしくみ」において、⾏います。

使⽤図書

「介護福祉⼠国家試験受験ワークブック（上）・（下）」（中央法規） 

知的障害者、精神障害者への⽀援⽅法

介護福祉⼠国家試験出題されるかもしれない上半期のニュースについて

第29回
障害の理解③
障害者権利条約、合理的配慮

評価⽅法 なし 介護福祉⼠国家試験に合格することが最⼤も⽬的

第26回

到達⽬標
介護福祉⼠国家試験に合格するための知識，解決能⼒を⾝につける。

授業計画（後期）

第1回

第17回

第18回

第19回

第20回

⼈間の尊厳と理解
福祉思想と⽇本国憲法

第21回

第22回

第23回

第24回

配当学年・時期 2学年（後期） 

授業の⽬的・ねらい
介護福祉⼠国家試験に合格する。

科⽬名 国試対策Ⅱ、Ⅲ
科⽬担当者 村川真⼀
単位数・授業回数 30回

チームマネジメント
障害の理解①
⾝体障害者に対する⽀援⽅法（視覚、聴覚⾳声⾔語障害、肢体不⾃由、重複障害）
障害の理解②

コミュニケーション技術①
バイステック、ソーラーなどの⼈とかかわるための技術
コミュニケーション技術②

第16回

第12回

第13回

第14回

第15回

第2回

第3回

第4回

第6回

第5回

社会の理解⑤
⽇本の介護保険制度（保険者と被保険者）

第11回

第10回

第9回

第8回

第7回

社会の理解⑥
⽇本の介護保険制度（在宅サービス）

社会の理解⑨

障害者福祉制度（障害者の定義）

社会の理解⑦

日本の介護保険制度（施設サービス）

社会の理解⑧

介護保険改正のポイント，地域包括ケアシステム

⽇本の⼈⼝と社会保障
社会の理解③
⽇本の医療保険制度の背景と現況（保険者と被保険者）
社会の理解④
⽇本の介護保険制度（成⽴背景と現在）

⼈間関係ととコミュニケーション
福祉組織マネジメント
社会の理解①
⼈⼝問題の歴史と理論と国の対応
社会の理解②

介護福祉現場で従事する際の健康管理や制度（育児介護休業法、労働基準法など）
介護の基本③

社会の理解⑩

障害者福祉制度（障害福祉サービス）

介護の基本①
介護福祉⼠の倫理と業務
介護の基本②

介護福祉現場での感染症予防

実務経験の有無　：　有


